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は
じ
め
に

日
本
女
子
大
学
ゆ
か
り
の
作
家
宮
本
百
合
子
は
、
一
五
年
戦
争
下
に
お
い
て

一
貫
し
て
フ
ァ
シ
ズ
ム
に
抵
抗
し
反
戦
小
説
や
評
論
を
書
き
続
け
、「
千
万
人

に
対
す
る
た
だ
一
人
」（
本
多
秋
五
）
の
道
を
歩
い
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。

戦
時
下
で
は
、
最
愛
の
夫
宮
本
顕
治
を
獄
に
繋
が
れ
、
自
身
も
度
重
な
る
検

挙
・
投
獄
・
執
筆
禁
止
な
ど
の
迫
害
に
遭
い
、
両
親
の
死
を
い
ず
れ
も
獄
中
で

迎
え
る
。
し
か
し
、
一
九
三
七
（
昭
和
一
二
）
年
秋
に
筆
名
を
「
中
條
」
か
ら
「
宮

本
」
に
変
え⑴
、
獄
中
非
転
向
の
政
治
犯
の
妻
を
名
乗
る
こ
と
に
よ
り
不
屈
な
抵

抗
の
姿
勢
を
示
す
。
そ
の
た
め
、
一
九
四
一
（
昭
和
一
六
）
年
一
二
月
九
日
、

太
平
洋
戦
争
勃
発
の
翌
日
に
文
学
者
で
た
だ
一
人
検
挙
さ
れ
、
翌
年
、
獄
中
で

熱
射
病
に
か
か
っ
て
昏
倒
し
、
危
う
く
一
命
を
取
り
止
め
る
と
い
う
苛
酷
な
状

況
が
続
く
が
、
屈
せ
ず
に
フ
ァ
シ
ズ
ム
へ
の
抵
抗
を
貫
き
、
こ
の
厳
冬
の
時
代

に
人
お
よ
び
作
家
と
し
て
の
百
合
子
は
真
に
独
自
な
存
在
に
な
っ
た
と
評
価
さ

れ
る
。

こ
う
し
た
生
き
方
を
貫
い
た
百
合
子
の
作
品
に
は
、
反
戦
の
主
張
が
込
め
ら

れ
て
い
な
い
も
の
は
な
い
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
が
、
戦
時
下
の
女
性
た

ち
に
向
か
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
反
戦
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
た
の
だ
ろ
う
か
。
未

婚
女
性
に
対
す
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
宮
本
百
合
子
『
鏡
の
中

の
月
』『
雪
の
後
』『
播
州
平
野
』

―
戦
争
フ
ァ
シ
ズ
ム
と
女
性⑵
」
に
お
い
て
、

若
い
女
性
に
と
っ
て
火
急
か
つ
最
大
の
問
題
と
さ
れ
た
結
婚
を
め
ぐ
っ
て
検
証

し
た
。
本
稿
で
は
、『
築
地
河
岸
』『
二
人
い
る
と
き
』
を
取
り
上
げ
、
既
婚
女

性
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
読
み
解
き
た
い
と
思
う
。

一　

戦
時
下
女
性
政
策

作
品
分
析
に
入
る
前
に
、
昭
和
戦
前
の
女
性
を
め
ぐ
る
社
会
状
況
お
よ
び
戦

時
下
女
性
政
策
を
み
て
お
き
た
い⑶
。

一
九
二
九
（
昭
和
四
）
年
一
〇
月
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
株
式
暴
落
に
端
を
発

し
た
大
恐
慌
は
、
翌
年
か
ら
日
本
に
昭
和
恐
慌
を
巻
き
起
こ
し
、
女
性
の
あ
り

方
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
紡
績
業
は
壊
滅
的
打
撃
を
受
け
女
工
は
離
職
を

余
儀
な
く
さ
れ
た
。
加
え
て
大
冷
害
も
発
生
し
農
業
恐
慌
に
も
発
展
し
、
農
村

で
は
娘
の
身
売
り
が
相
次
い
だ
。
そ
の
結
果
、
都
市
で
は
、
芸
娼
妓
・
酌
婦
・

女
給
に
な
る
も
の
が
増
え
、
他
方
、
デ
パ
ー
ト
店
員
・
電
話
交
換
手
・
バ
ス
の

車
掌
・
美
容
師
な
ど
の
職
業
婦
人
も
増
加
し
た
。
低
コ
ス
ト
と
性
的
魅
力
ゆ
え

の
増
加
と
い
う
面
も
も
っ
て
い
た
と
い
う
。

一
九
三
一
（
昭
和
六
）
年
の
満
州
事
変
以
降
、
次
第
に
戦
時
色
が
濃
く
な
っ

宮
本
百
合
子
『
築
地
河
岸
』『
二
人
い
る
と
き
』

―
既
婚
女
性
と
反
戦

―

岩
　
淵
（
倉
田
）　
宏
　
子
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て
ゆ
く
状
況
下
で
、
一
九
三
七
年
に
日
中
戦
争
、
一
九
四
一
年
に
太
平
洋
戦
争

が
勃
発
す
る
。
い
ず
れ
の
国
で
も
戦
争
が
起
こ
る
と
、
人
的
資
源
確
保
の
た
め

に
国
策
結
婚
宣
伝
の
時
代
を
迎
え
、
母
性
フ
ァ
シ
ズ
ム
が
吹
き
荒
れ
る
と
言
わ

れ
て
い
る
が
、
日
本
で
は
、
早
く
は
、
一
九
二
七
年
（
昭
和
二
）
年
五
月
に
産

婆
を
組
織
す
る
大
日
本
産
婆
会
が
設
立
す
る
。
翌
年
五
月
、
ド
イ
ツ
に
倣
い

「
母
の
日
」
を
制
定
し
、
日
常
生
活
の
な
か
で
母
親
崇
拝
を
植
え
付
け
る
こ
と

に
国
民
を
導
く
。
一
九
三
一
年
九
月
に
満
州
事
変
が
起
こ
り
、
翌
年
、
大
日
本

国
防
婦
人
会
を
先
駆
け
と
し
て
庶
民
女
性
の
戦
争
協
力
が
進
む
。
一
九
三
七
年

七
月
、
日
中
戦
争
が
始
ま
る
と
、
進
歩
的
・
文
化
的
エ
リ
ー
ト
女
性
た
ち
の
大

多
数
が
戦
時
体
制
に
巻
き
込
ま
れ
て
ゆ
く
。
同
年
八
月
、
国
民
精
神
総
動
員
運

動
を
閣
議
決
定
し
、
国
民
精
神
総
動
員
中
央
連
盟
に
愛
国
婦
人
会
・
大
日
本
国

防
婦
人
会
・
大
日
本
連
合
婦
人
会
が
参
加
し
た
。
同
連
盟
の
調
査
委
員
会
は

「
家
庭
報
国
三
綱
領
・
実
践
十
三
項
目
」
を
公
表
し
、
家
庭
を
通
じ
て
女
性
に

戦
争
協
力
を
さ
せ
る
政
策
を
図
り
、
日
本
基
督
教
婦
人
矯
風
会
の
久
布
白
落
実

や
婦
選
獲
得
同
盟
の
市
川
房
枝
な
ど
も
、
調
査
委
員
に
就
任
す
る
。
一
九
三
八

（
昭
和
一
三
）
年
一
月
、
厚
生
省
が
設
置
さ
れ
、
人
口
増
殖
政
策
と
む
す
び
つ
い

た
国
民
の
体
力
向
上
策
が
図
ら
れ
、
保
健
婦
の
育
成
に
力
が
注
が
れ
た
。
同
時

に
、
満
一
三
歳
未
満
の
児
童
を
養
育
す
る
貧
困
な
母
な
い
し
は
祖
母
に
生
活
・

養
育
・
生
業
・
医
療
の
扶
助
を
行
う
と
い
う
「
母
子
保
護
法
」
が
施
行
さ
れ
た

が
、
増
加
す
る
軍
人
遺
族
対
策
の
機
能
を
強
め
、
保
健
所
に
よ
る
保
育
指
導
は

「
産
め
よ
増
や
せ
よ
」
政
策
を
支
え
、
戦
争
遂
行
体
制
の
一
環
に
組
み
込
ま
れ

て
ゆ
く
こ
と
に
な
る
。

一
九
三
八
年
四
月
、
政
府
は
労
働
力
不
足
を
女
性
で
補
う
べ
く
戦
時
動
員
を

は
か
る
。
人
的
資
源
・
物
的
資
源
を
総
動
員
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
国
家
総

動
員
法
を
発
令
し
、
職
場
・
地
域
・
学
校
別
に
女
性
を
含
め
た
勤
労
報
国
隊
を

結
成
さ
せ
た
。
女
性
に
は
さ
ら
に
、
人
口
増
加
政
策
が
次
々
と
図
ら
れ
、
早
婚

多
産
の
奨
励
、
傷
痍
軍
人
の
妻
に
な
る
こ
と
、
満
州
開
拓
移
民
の
青
年
の
妻
に

な
る
こ
と
等
が
奨
励
さ
れ
た
。
一
九
四
〇
（
昭
和
一
五
）
年
五
月
、
国
民
優
生

法
が
公
布
さ
れ
、「
不
健
全
素
質
者
」
に
対
し
て
は
、「
優
生
手
術
」
に
よ
り
生

殖
不
能
に
す
る
こ
と
を
可
能
と
し
、
他
方
、「
健
全
者
」
の
増
加
が
図
ら
れ
た
。

一
九
四
一
年
一
月
、
政
府
は
「
人
口
政
策
確
立
要
綱
」
を
閣
議
決
定
し
、
結
婚

の
早
期
化
と
出
産
奨
励
策
を
決
定
す
る
。
厚
生
省
は
同
年
、「
多
産
報
国
思
想
」

の
指
導
を
主
張
し
、
一
〇
人
以
上
の
子
供
を
も
つ
家
庭
を
「
優
良
多
子
家
庭
」

と
し
て
大
臣
表
彰
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
こ
れ
は
「
軍
国
の
母
」
賛
美
の
風

潮
を
盛
り
上
げ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
同
年
、
国
民
優
生
連
盟
が
発
表
し
た
「
結

婚
十
訓
」
の
「
産
め
よ
育
て
よ
国
の
為
」
と
い
う
一
条
は
、「
産
め
よ
増
や
せ

よ
国
の
為
」
と
い
う
有
名
な
標
語
を
生
み
出
す
。
そ
の
た
め
の
具
体
的
施
策
と

し
て
、
出
征
兵
士
の
結
婚
の
た
め
の
一
時
帰
国
の
許
可
な
ど
も
実
施
さ
れ
る
。

一
九
四
二
（
昭
和
一
七
）
年
五
月
に
は
、〈
子
宝
報
国
〉
と
い
う
こ
と
ば
が
登
場

し
、
厚
生
省
が
結
婚
資
金
を
貸
し
出
す
こ
と
に
な
る
。

以
上
の
よ
う
に
戦
時
下
女
性
政
策
は
、
男
性
の
出
征
に
よ
る
労
働
力
不
足
を

女
性
に
よ
っ
て
補
う
一
方
、
戦
争
遂
行
の
た
め
の
人
口
増
加
を
目
的
と
し
、
本

来
私
的
領
域
で
あ
る
結
婚
・
妊
娠
・
出
産
を
国
家
が
調
節
し
よ
う
と
し
て
、
そ

の
要
と
な
る
の
が
〈
母
性
〉
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
一
九
四
二
年
五
月
に
は
、

内
閣
情
報
局
の
指
導
下
に
結
成
さ
れ
た
文
学
者
・
学
者
の
社
団
法
人
「
日
本
文

学
報
国
会
」
は
、
読
売
新
聞
社
と
提
携
し
て
、
無
名
の
母
を
一
道
三
府
四
三
県

お
よ
び
樺
太
の
全
国
津
々
浦
々
に
尋
ね
て
、「
日
本
の
母
」
と
し
て
顕
彰
す
る

運
動
を
展
開
し
た⑷
。
戦
争
遂
行
に
兵
士
が
不
可
欠
で
あ
る
な
ら
、
兵
士
を
産
む

母
、
育
て
る
母
、
銃
後
の
護
り
と
し
て
の
母
は
、
総
力
戦
体
制
の
要
と
な
っ
た
。

〈
母
性
〉
奨
揚
は
、
必
然
性
を
も
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
国
策
の
一
環
で
あ
り
、
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人
々
の
内
面
に
深
く
根
を
下
ろ
し
た
の
で
あ
る
。

本
稿
で
取
り
上
げ
る
『
築
地
河
岸
』（
一
九
三
七
年
九
月
）『
二
人
い
る
と
き
』

（
一
九
三
八
年
一
月
）
は
、
一
九
三
七
年
一
月
、
若
い
女
性
を
対
象
と
し
て
創
刊

さ
れ
た
『
新
女
苑
』
に
発
表
さ
れ
た
。
同
誌
に
お
い
て
百
合
子
は
「
読
書
の
頁
」

も
担
当
し
て
い
る
が
、
こ
の
欄
に
関
わ
る
問
題
に
つ
い
て
は
、
入
江
寿
賀
子

「『
新
女
苑
』
考

―
一
九
三
七
年
か
ら
四
五
年
ま
で

―⑸
」
に
詳
し
い
。
ま
た
、

小
平
麻
衣
子
「
教
養
の
再
編
と
『
新
女
苑
』

―
川
端
康
成
の
投
稿
指
導
に
ふ

れ
て

―⑹
」
で
は
、
こ
の
雑
誌
は
創
刊
時
、
読
者
に
職
業
に
就
く
こ
と
を
奨
励

し
、
職
業
と
結
婚
の
両
立
な
ど
の
記
事
も
多
か
っ
た
が
、
や
が
て
人
口
増
加
の

国
策
に
沿
っ
て
路
線
を
変
更
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
労

働
力
不
足
を
補
う
た
め
の
職
業
進
出
の
奨
励
と
多
産
の
奨
励
と
い
う
女
性
に
対

す
る
矛
盾
し
た
二
向
性
は
、
い
ず
れ
も
国
策
に
沿
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
両

小
説
が
発
表
さ
れ
た
の
は
一
九
三
七
年
七
月
の
日
中
戦
争
開
戦
直
後
で
あ
り
、

中
村
幸
「
人
口
政
策
の
諸
相

―
結
婚
報
告
を
め
ぐ
っ
て

―⑺
」
に
は
、「
支

那
事
変
後
は
、（
略
）
人
口
は
一
層
増
殖
す
べ
し
と
の
思
想
が
支
配
し
、『
産
め

よ
殖
え
よ
』
の
宣
伝
が
政
府
に
依
っ
て
叫
ば
れ
民
間
も
こ
れ
に
和
し
た
」
と
あ

る
。
ま
だ
〈
子
宝
報
国
〉
と
い
う
こ
と
ば
こ
そ
出
て
い
な
か
っ
た
が
、
出
産
を

中
核
に
据
え
て
女
性
に
戦
争
協
力
を
促
す
政
策
が
遂
行
さ
れ
て
い
た
な
か
、
二

小
説
に
は
そ
う
し
た
国
策
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
抵
抗
が
込
め
ら
れ
て
い
た
の

だ
ろ
う
か
。二　

『
築
地
河
岸
』

『
築
地
河
岸
』
の
梗
概
か
ら
み
て
い
き
た
い
。

主
人
公
河
田
道
子
は
、
夫
啓
三
が
二
年
前
に
収
監
さ
れ
て
か
ら
、
医
療
機
械

雑
誌
の
編
集
事
務
を
し
な
が
ら
一
人
で
暮
ら
し
て
い
る
。
小
説
は
、
道
子
が
監

獄
の
啓
三
に
面
会
に
行
っ
た
帰
途
か
ら
始
ま
る
。
街
に
は
戦
時
色
が
溢
れ
て
い

る
。
乳
飲
み
子
を
背
負
い
な
が
ら
千
人
針
を
頼
む
お
か
み
さ
ん
た
ち
。
省
線
の

な
か
で
は
、
知
り
合
い
に
禁
足
命
令
が
来
た
の
で
自
分
た
ち
の
召
集
も
間
も
な

く
だ
ろ
う
と
話
し
合
う
二
人
連
れ
な
ど
。
新
橋
駅
に
あ
る
事
務
所
に
戻
っ
た
道

子
は
、
午
後
一
時
半
か
ら
の
関
係
者
の
定
期
集
会
の
準
備
を
す
る
。
経
営
の
逼

迫
し
て
き
た
雑
誌
刊
行
を
ど
う
す
る
か
が
議
論
さ
れ
、
よ
う
や
く
雑
誌
の
続
刊

が
決
ま
っ
た
の
は
六
時
近
く
だ
っ
た
。
疲
れ
切
っ
た
道
子
だ
が
、
義
兄
信
一
と

の
約
束
の
会
食
に
駆
け
付
け
る
。
信
一
の
用
む
き
は
、
啓
三
の
留
守
の
間
故
郷

の
田
舎
か
ら
河
田
の
両
親
を
東
京
に
呼
び
迎
え
て
一
緒
に
暮
し
て
は
ど
う
か
と

い
う
提
案
だ
っ
た
が
、
道
子
は
き
っ
ぱ
り
と
断
る
。

こ
の
よ
う
な
内
容
を
も
つ
『
築
地
河
岸
』
に
は
、
次
の
よ
う
な
い
く
つ
か
の

テ
ク
ス
ト
が
あ
る
。

①
初
出
誌　
　
　
　
『
新
女
苑
』
一
九
三
七
（
昭
和
一
二
）
年
九
月

②
初
収
録
単
行
本　
『
三
月
の
第
四
日
曜
』
金
星
堂
、
一
九
四
〇
（
昭
和
一
五
）

年
一
二
月

③
再
収
録
単
行
本　
『
お
も
か
げ
』
新
星
社
、
一
九
四
三
（
昭
和
一
八
）
年
三

月

④
初
収
録
全
集　
　
『
宮
本
百
合
子
全
集　

第
五
巻
』
河
出
書
房
、
一
九
五

一
（
昭
和
二
六
）
年
五
月

⑤
再
収
録
全
集　
　
『
宮
本
百
合
子
全
集　

第
五
巻
』
新
日
本
出
版
社
、
一

九
七
九
（
昭
和
五
四
）
年
一
二
月

④
は
戦
後
百
合
子
が
没
し
た
直
後
に
刊
行
さ
れ
た
初
の
全
集
で
あ
る
。
こ
の

他
に
も
収
録
し
て
い
る
選
集
や
単
行
本
は
あ
る
の
だ
が
、
本
稿
が
テ
キ
ス
ト
と



― ―14

し
て
い
る
⑤
は
、
④
を
底
本
と
し
、
②
他
を
参
照
し
て
い
る
と
あ
る
の
で
、
こ

の
五
冊
に
注
目
し
た
い
。
細
か
い
表
現
上
の
差
異
は
不
問
に
付
す
と
し
て
、
字

体
と
仮
名
遣
い
の
違
い
は
あ
る
が
、
②
③
④
⑤
は
同
様
の
内
容
で
あ
る
。
微
妙

な
差
異
で
あ
り
な
が
ら
本
質
的
な
問
題
を
孕
ん
で
い
る
と
思
わ
れ
る
の
は
、
①

と
②
③
④
⑤
と
の
差
異
で
あ
り
、
戦
争
に
関
わ
る
箇
所
で
あ
る
。
従
っ
て
、
以

下
は
主
と
し
て
①
と
⑤
を
比
較
し
た
い
（
な
お
、
①
の
旧
字
体
は
新
字
体
に
改

め
る
）。

ま
ず
、
日
中
戦
争
開
戦
の
一
九
三
七
年
七
月
か
ら
さ
ら
に
盛
ん
と
な
っ
た
家

族
の
無
事
を
祈
る
銃
後
の
女
た
ち
に
よ
る
千
人
針
の
風
景
を
活
写
し
た
場
面
の
、

「
セ
イ
ラ
ア
服
」
の
女
学
生
の
会
話
か
ら
み
て
み
た
い
。

①
初
出
誌

「
困
っ
ち
や
つ
た
わ
ね
え
」

「
あ
の
ひ
と
覚
え
て
や
し
な
い
わ
よ
、
だ
か
ら
嘘
つ
い
て
こ
と
は
る
と

思
は
れ
ち
や
ふ
わ

ー
や
だ
な
あ
」

ピ
ケ
の
白
い
帽
子
を
お
か
つ
ぱ
の
頭
か
ら
ぬ
ぎ
な
が
ら
、
い
か
に
も
当

惑
さ
う
に
む
か
ふ
を
眺
め
て
ゐ
る
視
線
の
先
は
駅
の
入
口
で
、
そ
こ
に
は

乳
呑
子
を
背
負
つ
た
二
人
の
中
年
の
お
か
み
さ
ん
が
、
必
死
の
面
持
で
通

行
人
を
つ
か
ま
へ
て
は
、
鬱う

金こ
ん

木
綿
に
赤
糸
で
千
人
針
を
た
の
ん
で
ゐ
る

の
で
あ
つ
た
。

「
一
人
だ
つ
て
お
ん
な
じ
人
が
縫
つ
た
ら
駄
目
に
な
つ
ち
や
う
だ
つ
て

も
の

ー
」

そ
の
女
学
生
た
ち
は
、
ゆ
き
に
同
じ
処
で
そ
の
お
か
み
さ
ん
の
千
人
針

を
縫
つ
て
や
つ
た
も
の
ら
し
い
。
帰
り
に
同
じ
ひ
と
が
ま
だ
ゐ
る
。
又
た

の
ま
れ
た
ら
二
度
一
人
が
縫
ふ
こ
と
に
な
る
し
、
断
れ
ば
信
じ
ま
い
と
、

真
面
目
に
こ
ま
つ
て
評
議
し
て
ゐ
る
の
で
あ
つ
た
。
北
支
が
騒
が
し
く
な

つ
て
か
ら
こ
の
か
た
、
市
中
の
人
出
の
多
い
と
こ
ろ
は
到
る
と
こ
ろ
で
千

人
針
が
さ
れ
て
い
た
。�

（
傍
線
部
引
用
者
、
以
下
同
じ
。）

初
出
傍
線
部
「
北
支
が
騒
が
し
く
な
つ
て
か
ら
こ
の
か
た
」
は
、
⑤
で
は
、

「
七
月
こ
の
か
た
」
と
直
さ
れ
、
日
中
戦
争
を
指
す
明
ら
か
な
表
現
が
無
く
な
っ

て
い
る
。

道
子
も
千
人
針
を
頼
ま
れ
、「
御
主
人
な
ん
で
す
か
？
」
と
聞
く
場
面
で
は
、

初
出
で
は
、「
え
ゝ
、
さ
う
な
ん
で
す
よ
、
あ
な
た
。
子
供
が
三
人
も
ゐ
る
の

に
ね
え
」
と
「
眞
岡
の
袂
で
涙
と
汗
と
で
上
気
せ
あ
が
つ
て
ゐ
る
顔
を
ふ
き
な

が
ら
」
礼
を
言
う
と
あ
る
。
⑤
で
は
、「
え
え
、
そ
う
な
ん
で
す
よ
、
あ
な
た
。

子
供
が
三
人
い
る
ん
で
す
よ
」「
真
岡
の
袂
で
の
ぼ
せ
あ
が
っ
て
い
る
顔
を
ふ

き
な
が
ら
」
と
変
化
し
て
い
る
。
初
出
の
「
子
供
が
三
人
も
ゐ
る
の
に
ね
え
」

と
い
う
台
詞
の
ほ
う
が
、
明
ら
か
に
夫
の
出
征
に
対
す
る
不
安
と
苦
衷
が
伝
わ

る
し
、「
涙
と
汗
」
を
流
し
な
が
ら
千
人
針
を
頼
ん
で
い
る
悲
壮
さ
と
必
死
さ

の
表
現
が
、
⑤
で
は
削
除
さ
れ
て
い
る
。

次
に
、
千
人
針
の
害
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
箇
所
を
み
て
み
よ
う
。

①
初
出
誌

道
子
の
働
い
て
ゐ
る
医
療
機
械
関
係
の
雑
誌
社
の
用
で
、
或
外
科
の
大

家
を
訪
問
し
た
と
き
、
時
節
柄
千
人
針
の
話
が
出
た
。
千
人
針
を
体
に
つ

け
て
ゐ
て
弾
丸
に
当
る
と
、
Ａ
弾
丸
は
ぬ
く
こ
と
が
出
来
て
も
、
こ
ま
か

い
糸
の
結
び
目
と
布
と
が
傷
の
内
部
に
く
ひ
こ
ん
で
の
こ
つ
て
危
険
だ
と

い
ふ
こ
と
で
あ
つ
た
。
人
間
の
腕
力
だ
け
で
ふ
る
は
れ
た
昔
の
素
朴
な
武

器
に
ふ
さ
は
し
い
さ
う
い
ふ
お
守
り
を
、
今
日
も
や
つ
ぱ
り
縫
つ
て
、
せ
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め
て
身
に
つ
け
て
行
か
せ
よ
う
と
す
る
Ｂ
家
族
の
生
き
て
ゐ
て
ほ
し
い
心

持
と
い
ふ
も
の
が
、
道
子
に
惻
々
と
迫
つ
て
来
て
、
心
持
だ
け
の
も
の
と

な
つ
て
ゐ
る
だ
け
一
層
切
な
い
街
上
の
風
景
な
の
で
あ
る
。

初
出
傍
線
部
Ａ
「
弾
丸
は
ぬ
く
こ
と
が
出
来
て
も
、
こ
ま
か
い
糸
の
結
び
目

と
布
と
が
傷
の
内
部
に
く
ひ
こ
ん
で
の
こ
つ
て
危
険
」
が
、
⑤
で
は
、「
弾
丸

は
ぬ
く
こ
と
が
出
来
て
も
、
こ
ま
か
い
糸
の
結
び
の
（
マ
マ
）目
と
布
と
が
傷
の
内
部
に

く
い
こ
ん
で
危
険
」
と
変
化
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
初
出
の
「
く
ひ
こ
ん
で

の
こ
つ
て
危
険
」
と
あ
る
「
の
こ
つ
て
」
と
い
う
箇
所
が
削
除
さ
れ
、「
こ
ま

か
い
糸
の
結
び
目
と
布
」
と
が
体
の
内
部
に
残
る
危
険
性
が
薄
め
ら
れ
て
い
る
。

家
族
の
無
事
を
祈
る
銃
後
の
女
た
ち
の
思
い
を
込
め
た
千
人
針
が
、
か
え
っ
て

兵
士
を
傷
つ
け
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
秘
密
裡
に
さ
れ
て
い
る
情
報
を
、
初
出

の
方
が
、
よ
り
正
確
に
知
ら
し
め
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
ま
た
、
傍
線
部
Ｂ
「
家

族
の
生
き
て
ゐ
て
ほ
し
い
心
持
」
は
、
⑤
で
は
、「
家
族
の
心
持
」
と
変
化
し

て
お
り
、「
生
き
て
ゐ
て
ほ
し
い
」
と
い
う
箇
所
が
削
除
さ
れ
て
い
る
。
国
の

た
め
に
死
ぬ
こ
と
を
誉
と
賞
揚
し
た
時
代
で
は
あ
る
が
、
表
現
の
不
自
由
さ
は

戦
局
が
泥
沼
化
す
る
に
従
っ
て
徐
々
に
い
や
勝
っ
て
い
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。

千
人
針
は
、「
生
き
て
ゐ
て
ほ
し
い
」
と
い
う
家
族
の
切
な
る
願
い
か
ら
銃

後
の
女
性
に
よ
っ
て
実
践
さ
れ
、
一
九
三
九
（
昭
和
一
四
）
年
に
は
、
松
屋
デ

パ
ー
ト
で
、「
戦
線
と
銃
後
を
む
す
ぶ
千
人
針
セ
ッ
ト
」
が
発
売
さ
れ
た
と
い

う
。
虎
の
絵
を
印
刷
し
た
さ
ら
し
木
綿
と
赤
い
糸
、
針
の
セ
ッ
ト
で
三
八
銭

だ
っ
た
そ
う
で
あ
る⑻
。
時
代
は
少
し
遡
る
が
、
物
理
学
者
・
随
筆
家
・
俳
人
の

寺
田
寅
彦
に
よ
る
「
千
人
針⑼
」
と
い
う
随
筆
が
、
満
州
事
変
勃
発
後
の
一
九
三

二
（
昭
和
七
）
年
四
月
に
発
表
さ
れ
て
い
る
。「
如
何
に
も
兵
隊
さ
ん
の
細
君
ら

し
い
人
な
ど
が
赤
ん
坊
を
負
ぶ
っ
て
い
る
の
に
針
を
通
し
て
や
っ
て
い
る
人
が

や
は
り
お
な
じ
階
級
ら
し
い
お
ば
さ
ん
や
娘
さ
ん
ら
し
い
人
で
あ
っ
た
り
す
る

と
実
に
物
事
が
自
然
で
着
実
で
ど
う
に
も
悪
い
心
持
の
し
よ
う
が
な
い
。
そ
う

し
た
事
柄
が
如
何
に
も
純
粋
に
日
本
的
だ
と
い
う
気
が
す
る
の
で
あ
る
。
迷
信

だ
と
云
っ
て
け
な
す
人
も
あ
る
が
、
た
と
え
迷
信
だ
と
し
て
も
こ
れ
ら
は
よ
ほ

ど
た
ち
の
い
い
迷
信
で
あ
る
。」
と
、
千
人
針
を
肯
定
し
て
い
る
。
高
名
な
物

理
学
者
の
随
筆
だ
け
に
影
響
力
は
大
き
か
っ
た
に
違
い
な
い
。

こ
う
し
た
風
景
の
な
か
で
道
子
は
、
過
日
銀
座
で
、
出
征
す
る
若
者
を
乗
せ

た
バ
ス
か
ら
女
車
掌
が
日
の
丸
の
小
旗
を
振
り
か
ざ
し
て
バ
ン
ザ
ー
イ
と
叫
ん

で
い
た
光
景
を
思
い
出
す
。

①
初
出
誌

（
略
）
紅
を
ぬ
つ
た
口
々
に
声
を
限
り
バ
ン
ザ
ー
イ
と
舗
道
の
群
衆
の

流
れ
に
向
つ
て
叫
ん
で
行
く
婦
人
車
掌
の
間
に
挟
ま
れ
て
、
軍
服
を
着
た

若
者
が
、
手
の
小
旗
を
振
ら
う
と
も
せ
ず
、
騒
ぎ
に
包
ま
れ
て
ぼ
ん
や
り

無
意
味
な
善
良
な
微
笑
を
た
ゝ
へ
て
立
つ
て
ゐ
る
姿
が
目
を
掠
め
た
。

（
略
）
ぼ
ん
や
り
し
た
微
笑
を
こ
り
か
た
ま
ら
し
て
ゐ
た
若
者
の
全
く
受

け
身
な
顔
を
道
子
は
容
易
に
忘
れ
る
こ
と
が
出
来
な
い
の
で
あ
る
。

出
征
す
る
若
者
の
描
写
の
初
出
傍
線
部
「
若
者
の
全
く
受
け
身
な
顔
」
は
、

⑤
で
は
、「
若
者
の
顔
」
と
直
さ
れ
て
お
り
、「
全
く
受
け
身
な
」
が
削
除
さ
れ

て
い
る
。
お
国
の
役
に
立
つ
こ
と
を
本
来
な
ら
名
誉
と
し
て
勇
ん
で
出
征
に
臨

む
べ
き
な
の
に
、
初
出
の
「
全
く
受
け
身
」
で
「
ぼ
ん
や
り
無
意
味
な
善
良
な

微
笑
を
た
ゝ
へ
」
る
し
か
な
い
若
者
の
姿
の
描
写
か
ら
は
、
前
途
へ
の
不
安
に

包
ま
れ
た
内
面
が
リ
ア
ル
に
照
ら
し
出
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
バ
ス
の
車
掌
が

女
性
で
あ
る
こ
と
も
、
こ
の
時
代
を
よ
く
表
徴
し
て
い
よ
う
。
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ま
た
、
電
車
の
中
で
の
二
人
づ
れ
の
会
話
も
み
て
み
よ
う
。

①
初
出
誌

「
小
田
ん
と
こ
ろ
へ
禁
足
命
令
が
来
た
つ
て
ぢ
や
な
い
か
。
Ａ
僕
ら
も

そ
ろ
〳
〵
あ
ぶ
な
い
も
ん
だ
ぜ
」

「
出
る
と
な
り
や
、
Ｂ
○
○
○
○
を
買
は
な
け
り
や
な
ら
な
い
ん
だ
ぜ
、

Ｃ
や
り
き
れ
な
い
な
あ
」

初
出
傍
線
部
Ｂ
か
ら
み
て
い
き
た
い
。
②
③
で
は
同
じ
く
「
○
○
○
○
」
と

伏
字⑽
の
ま
ま
だ
が
、
戦
後
の
初
全
集
④
で
初
め
て
「
ピ
ス
ト
ル
」
と
明
記
さ
れ

た
。
一
般
兵
士
は
軍
装
品
を
支
給
さ
れ
た
が
、
将
校
ク
ラ
ス
は
軍
装
品
を
全
部

自
分
で
用
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
そ
う
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
、

ピ
ス
ト
ル
購
入
を
話
題
に
す
る
こ
の
二
人
は
職
業
軍
人
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

傍
線
部
Ａ
「
僕
ら
も
そ
ろ
〳
〵
あ
ぶ
な
い
も
ん
だ
ぜ
」
は
、
②
～
⑤
で
は
、「
そ

ろ
そ
ろ
僕
ら
の
順
だ
ぜ
」
に
直
さ
れ
て
い
る
。
職
業
軍
人
で
あ
り
な
が
ら
出
征

す
る
こ
と
を
「
あ
ぶ
な
い
」
と
表
現
し
て
い
た
の
に
対
し
、「
僕
ら
の
順
だ
ぜ
」

と
戦
地
へ
行
く
の
を
当
然
と
す
る
表
現
に
変
え
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
傍
線

部
Ｃ
「
や
り
き
れ
な
い
な
あ
」
は
、
②
～
⑤
で
は
、「
一
体
ど
の
位
す
る
も
ん

だ
い
」
に
変
え
ら
れ
、「
や
り
き
れ
な
い
」
と
い
う
嘆
息
が
、
購
入
に
前
向
き

な
姿
勢
に
変
化
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
初
出
中
唯
一
伏
字
に
な
っ
て
い
る
箇
所

は
、
二
人
連
れ
の
正
体
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
憚
ら
れ
た
ゆ
え
の
伏
字
で

あ
っ
た
と
推
測
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
う
し
た
変
化
を
見
る
と
、
初
出
で
は
よ
く
検
閲
を
免
れ
た
と
思
わ
れ
る
千

人
針
の
害
に
関
す
る
表
現
な
ど
、
戦
火
が
厳
し
く
な
っ
て
い
っ
た
②
③
で
は
、

表
現
を
不
鮮
明
に
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
④
は
百
合
子
没
後
な
の

で
、
編
集
者
が
単
に
、
百
合
子
生
前
の
単
行
本
を
底
本
と
し
た
の
で
は
な
い
か

と
思
わ
れ
る
。
現
在
流
布
し
て
い
る
⑤
の
全
集
で
も
、
千
人
針
の
危
険
性
に
対

す
る
指
摘
、
出
征
す
る
若
者
の
戸
惑
い
な
ど
、
充
分
に
明
確
な
反
戦
表
現
と
捉

え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
初
出
を
確
認
す
る
と
、
戦
争
に
対
す
る
銃
後
の
女
た
ち

の
困
惑
や
抵
抗
感
、
千
人
針
の
さ
ら
な
る
危
険
性
、
出
征
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
若
者
の
不
安
、
さ
ら
に
は
職
業
軍
人
で
さ
え
出
征
に
消
極
的
で
あ
る
な
ど
、

よ
り
強
い
反
戦
表
現
の
書
き
込
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

以
上
は
、
直
接
的
な
反
戦
表
現
と
い
え
る
。『
築
地
河
岸
』
に
は
、
こ
の
他

に
規
範
的
女
性
像
か
ら
逸
脱
し
て
い
る
主
人
公
が
描
か
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
は

間
接
的
な
反
戦
表
現
と
な
っ
て
い
る
。
小
説
の
冒
頭
は
、
道
子
が
収
監
さ
れ
て

い
る
夫
と
の
面
会
か
ら
帰
る
場
面
で
始
ま
る
。
夫
が
一
般
的
な
犯
罪
を
犯
し
て

投
獄
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
お
そ
ら
く
非
国
民
た
る
政
治
犯
で
あ
ろ
う
こ

と
は
、「
啓
三
の
人
物
の
こ
だ
わ
り
な
さ
」
と
か
「
啓
三
へ
の
愛
着
の
高
ま
る

気
持
」
な
ど
の
表
現
を
通
し
て
窺
わ
れ
る
道
子
の
夫
へ
の
信
頼
感
や
深
い
愛
情

か
ら
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
非
国
民
で
あ
る
夫
を
敬
愛
す
る
道
子
は
反
時

代
的
で
あ
る
う
え
に
、
夫
を
収
監
さ
れ
て
い
る
た
め
人
口
増
加
政
策
に
も
貢
献

は
で
き
な
い
。
戦
時
下
小
説
で
、
こ
う
し
た
女
性
を
主
人
公
に
し
て
い
る
点
こ

そ
注
目
に
値
し
よ
う
。

道
子
が
職
場
に
戻
っ
た
場
面
で
は
、
医
療
機
械
雑
誌
刊
行
の
経
営
が
逼
迫
し

て
お
り
、
事
業
を
縮
小
す
る
か
、
逆
に
積
極
政
策
で
の
り
出
す
か
が
決
定
さ
れ

る
重
要
な
会
議
が
開
か
れ
る
。
道
子
が
会
計
報
告
を
す
る
と
、「
人
件
費
が
案

外
か
か
っ
て
い
る
」
と
い
う
意
見
が
出
さ
れ
、
道
子
は
「
覚
え
ず
呼
吸
が
速
く

な
」
る
。
雑
誌
の
編
集
全
部
を
や
っ
て
広
告
取
り
ま
で
し
て
、
道
子
の
月
給
は

「
五
十
円
」
で
あ
る
。
一
人
で
切
り
ま
わ
し
て
い
た
事
務
所
に
、
二
ヵ
月
前
に

千
鶴
子
を
「
二
十
五
円
」
で
雇
い
入
れ
た
時
、
常
任
幹
事
が
「
半
分
本
気
」
で
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「
文
化
学
院
あ
た
り
の
卒
業
生
か
な
ん
か
な
ら
、
手
弁
当
で
も
い
い
っ
て
い
う

の
が
相
当
い
る
ん
だ
ろ
う
。
一
つ
そ
う
い
う
の
を
め
っ
け
る
位
の
手
腕
が
あ
っ

て
然
る
べ
き
だ
ね
」
と
言
う
の
を
、
タ
イ
プ
が
打
て
る
か
ら
と
頑
張
っ
て
承
知

さ
せ
た
の
で
あ
る
。
鈴
木
正
和⑾
「『
築
地
河
岸
』『
鏡
の
中
の
月
』
論

―
戦
争

と
女
の
拒
否
す
る
言
説

―
」
に
よ
り
、
当
時
の
銀
行
員
の
初
任
給
は
七
〇
円
、

公
務
員
は
七
五
円
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
道
子
と
千
鶴
子
の

二
人
合
わ
せ
て
、
公
務
員
一
人
分
の
給
与
で
あ
り
、
ま
さ
に
低
コ
ス
ト
で
雇
わ

れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
会
議
に
先
立
つ
場
面
で
、
道
子
の
留
守
中
に
尋
ね
て
き
た
人
物
に
関
す

る
千
鶴
子
と
の
会
話
は
、
道
子
の
労
働
が
い
か
に
厳
し
い
か
を
裏
付
け
て
い
る
。

千
鶴
子
は
膃お
っ
と肭
臍せ
い

髭
を
つ
け
た
会
計
の
豊
岡
だ
と
告
げ
る
が
、
道
子
は
豊
岡
に

は
そ
ん
な
髭
が
な
い
と
言
下
に
否
定
す
る
。
と
こ
ろ
が
、
再
度
そ
の
男
性
が

や
っ
て
く
る
と
、
そ
れ
は
豊
岡
で
あ
り
、
ま
さ
に
大
き
な
膃
肭
臍
髭
が
つ
い
て

い
る
で
は
な
い
か
。
道
子
は
、
こ
の
二
年
間
、
千
鶴
子
が
入
る
ま
で
は
一
人
で

万
事
を
負
っ
て
働
い
て
い
て
、
い
つ
も
会
う
豊
岡
に
髭
が
つ
い
て
い
る
こ
と
さ

え
気
づ
か
な
い
ほ
ど
仕
事
に
忙
殺
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
痛
感
す
る
の
で
あ
っ
た
。

昭
和
に
入
っ
て
職
業
婦
人
は
増
加
し
、
日
中
戦
争
が
始
ま
る
と
さ
ら
に
労
働
力

不
足
を
低
コ
ス
ト
の
女
性
で
補
う
時
代
に
入
り
、
女
性
労
働
に
対
す
る
差
別
的

な
扱
い
が
公
然
と
ま
か
り
通
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

加
え
て
、
自
立
を
難
し
く
さ
せ
る
嫁
と
し
て
の
性
役
割
も
描
か
れ
て
い
る
。

定
期
集
会
で
疲
労
困
憊
の
道
子
だ
っ
た
が
、
夫
の
兄
の
信
一
と
の
会
食
に
駆
け

付
け
る
。
信
一
の
用
む
き
は
、
啓
三
の
留
守
の
間
故
郷
の
田
舎
か
ら
河
田
の
両

親
を
呼
び
迎
え
て
一
緒
に
暮
し
た
ら
ど
う
か
と
い
う
提
案
だ
っ
た
。「
型
に
は

ま
っ
た
男
の
気
持
」
か
ら
、
弟
の
妻
ま
で
を
「
所
謂
留
守
を
守
る
妻
」
と
し
て

暮
ら
さ
せ
た
が
り
、
あ
わ
よ
く
ば
自
分
の
家
庭
に
引
き
取
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
老
父
母
ま
で
弟
嫁
に
ま
か
せ
た
ら
と
考
え
て
い
る
兄
夫
婦
の
魂
胆
を
見
抜
い

た
道
子
は
、
き
っ
ぱ
り
と
断
る
の
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
嫁
と
し
て
の
性
役
割
に
無
理
解
な
の
は
、
実
は
義
兄
だ
け
で
は
な

い
。
道
子
が
義
兄
と
比
べ
て
信
頼
し
評
価
す
る
夫
も
、
次
の
よ
う
な
手
紙
を
寄

こ
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

「
朝
も
手
だ
す
け
し
て
貰
え
る
し
、
つ
か
れ
て
か
え
れ
ば
ち
ゃ
ん
と
食
事

の
仕
度
も
母
が
し
て
待
っ
て
い
て
く
れ
る
よ
う
だ
っ
た
ら
、
君
も
疲
れ
な

い
で
す
む
だ
ろ
う
し
、
時
間
も
出
来
て
き
っ
と
勉
強
に
好
都
合
だ
と
思
う

が
ど
う
だ
ろ
う
」

そ
れ
に
対
し
、
道
子
は
、
次
の
よ
う
に
思
う
の
で
あ
る
。

啓
三
の
人
物
の
こ
だ
わ
り
な
さ
が
こ
の
文
面
に
滲
み
出
し
て
い
る
。
そ
う

思
う
と
と
も
に
、
妻
で
あ
る
道
子
の
感
情
に
は
、
お
の
ず
か
ら
啓
三
が
そ

こ
に
描
い
て
い
る
と
は
違
っ
た
内
容
を
直
感
さ
せ
る
嫁
と
し
て
の
現
実
が

映
っ
て
来
る
の
で
あ
っ
た
。
現
在
の
日
本
の
家
庭
で
、
そ
の
家
の
娘
で
あ

る
と
い
う
こ
と
と
嫁
で
あ
る
と
い
う
こ
と
と
の
間
に
は
、
決
し
て
同
じ
で

な
い
も
の
が
あ
る
。
し
か
も
そ
の
こ
と
を
は
っ
き
り
と
実
感
と
し
て
い
る

の
が
女
だ
け
だ
と
い
う
こ
と
は
、
何
と
い
う
気
ま
ず
さ
や
不
便
や
け
ち
く

さ
い
よ
う
な
困
却
が
あ
る
こ
と
だ
ろ
う
。
道
子
に
し
ろ
、
啓
三
に
そ
の
気

持
ち
だ
け
と
り
立
て
て
は
云
え
ま
い
。

嫁
と
い
う
立
場
で
は
、
舅
姑
と
は
啓
三
が
考
え
る
よ
う
な
安
楽
な
関
係
性
を

保
て
る
は
ず
が
な
く
、
嫁
と
い
う
性
役
割
を
自
ず
か
ら
要
求
さ
れ
る
こ
と
を
実
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感
し
て
い
る
の
は
女
だ
け
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
戦
前
の

家
制
度
が
嫁
に
課
し
た
性
役
割
で
あ
る
と
同
時
に
、
今
日
に
ま
で
続
く
ジ
ェ
ン

ダ
ー
の
問
題
で
も
あ
る
。
道
子
の
信
頼
す
る
啓
三
で
さ
え
「
嫁
と
し
て
の
現
実
」

へ
の
理
解
が
な
く
、
あ
た
か
も
「
そ
の
家
の
娘
」
で
で
も
あ
る
か
の
よ
う
な
単

純
な
捉
え
方
し
か
し
て
い
な
い
こ
と
は
驚
く
ほ
ど
の
鈍
感
さ
で
あ
る
。

し
か
し
、
翻
っ
て
考
え
る
と
、
啓
三
に
は
他
に
も
問
題
が
あ
る
か
も
し
れ
な

い
。
義
兄
と
同
じ
く
「
型
に
は
ま
っ
た
男
の
気
持
」
か
ら
「
所
謂
留
守
を
守
る

妻
」
と
し
て
暮
ら
さ
せ
た
が
っ
て
い
る
面
が
な
い
と
は
言
え
な
い
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
だ
が
道
子
は
、
そ
の
点
で
は
啓
三
の
気
持
ち
を
微
塵
も
疑
う
こ
と

な
く⑿
、
決
然
と
義
兄
に
断
り
、「
兄
夫
婦
の
こ
せ
つ
い
た
生
き
方
を
考
え
る
と
、

そ
う
い
う
打
算
を
知
ら
な
い
心
で
、
家
族
の
者
に
善
意
だ
け
を
向
け
て
考
え
る

し
か
な
い
境
遇
に
お
か
れ
て
い
る
良
人
の
啓
三
が
、
道
子
に
一
層
い
と
し
く
思

わ
れ
る
」
と
こ
ろ
で
小
説
は
閉
じ
ら
れ
る
。

先
に
指
摘
し
た
直
接
的
な
反
戦
表
現
と
は
一
見
異
な
る
よ
う
に
み
え
る
職
場

で
の
性
差
別
批
判
や
嫁
の
性
役
割
否
定
な
ど
だ
が
、
そ
れ
ら
と
闘
い
な
が
ら
獄

中
の
夫
を
支
え
る
道
子
の
生
き
方
そ
の
も
の
が
、
国
策
を
遵
守
す
る
規
範
的
女

性
像
か
ら
逸
脱
し
て
お
り
、
間
接
的
に
反
戦
に
繋
が
る
本
質
を
も
っ
て
い
る
と

い
え
る
だ
ろ
う
。

三　
『
二
人
い
る
と
き
』

続
い
て
、『
二
人
い
る
と
き
』
の
梗
概
を
み
て
み
よ
う
。

洋
服
の
仕
立
て
を
し
て
い
る
原
多
喜
子
は
、
流
産
の
経
験
が
あ
る
に
も
拘
わ

ら
ず
、
再
度
妊
娠
し
た
現
在
も
仕
事
を
続
け
て
い
る
。
夫
参
吉
は
、
あ
る
私
立

大
学
の
講
師
を
し
て
い
る
。
夫
婦
は
、
い
つ
召
集
さ
れ
る
か
わ
か
ら
な
い
状
況

の
な
か
で
、「
随
分
い
ろ
い
ろ
話
し
合
う
よ
う
に
な
っ
た
」。
多
喜
子
と
と
も
に

洋
裁
の
仕
事
を
す
る
仲
間
に
好
子
と
小
枝
子
が
い
る
。
既
婚
者
で
あ
る
好
子
も
、

戦
死
す
る
か
も
し
れ
な
い
夫
と
の
あ
い
だ
に
「
何
か
確し
っ
かり
し
た
も
の
」
を
感
じ

た
い
と
願
っ
て
い
る
。
独
身
の
小
枝
子
は
自
動
車
会
社
の
事
務
員
だ
が
、
技
術

を
身
に
つ
け
て
確
実
に
自
立
で
き
る
こ
と
を
め
ざ
し
て
洋
裁
を
始
め
た
女
性
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
に
多
喜
子
の
生
き
方
を
中
心
に
、
戦
時
下
の
夫
婦
の
あ
り
方

や
女
性
の
自
立
的
な
生
き
方
が
描
か
れ
て
い
る
。
な
お
、
初
出
誌
と
現
全
集
と

の
差
異
は
な
い⒀
。

表
題
に
な
っ
て
い
る
二
人
揃
っ
て
い
る
時
の
夫
婦
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
多

喜
子
夫
婦
・
好
子
夫
婦
と
は
対
照
的
な
尚
子
と
幸
治
夫
婦
の
問
題
か
ら
み
て
い

こ
う
。
多
喜
子
は
、
洋
服
の
仕
立
て
を
頼
ま
れ
た
女
学
校
時
代
の
友
人
桃
子
の

兄
嫁
尚
子
の
家
に
仮
縫
い
に
行
く
。
そ
こ
で
尚
子
の
夫
は
多
喜
子
に
、
他
な
ら

な
い
結
婚
を
記
念
す
る
晩
に
、
わ
ざ
わ
ざ
妻
に
不
貞
の
妻
の
役
割
を
さ
せ
、
自

分
も
不
貞
の
良
人
を
演
じ
て
食
事
を
し
た
こ
と
を
得
意
げ
に
話
す
。
そ
れ
に
対

し
、
多
喜
子
は
次
の
よ
う
な
感
慨
を
も
つ
。

こ
の
頃
は
い
つ
召
集
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
よ
う
な
事
情
の
な
か
で
、
自

分
た
ち
が
本
気
で
そ
れ
を
守
り
高
め
よ
う
と
し
て
暮
し
て
い
る
夫
婦
生
活

の
平
凡
な
真
面
目
さ
が
、
何
か
に
嘲
弄
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
嫌
な
気
も
す

る
の
で
あ
っ
た
。

作
品
内
時
間
が
日
中
戦
争
開
戦
直
後
で
あ
る
こ
と
は
、
多
喜
子
夫
婦
が
、
日

比
谷
で
「
第
七
天
国
」
と
い
う
映
画
を
観
る
場
面
か
ら
わ
か
る
。
こ
の
映
画
は

二
度
製
作
さ
れ
、
日
本
で
も
二
度
公
開
さ
れ
て
い
る
が
、「
シ
モ
ー
ヌ
・
シ
モ

ン
が
デ
ィ
ア
ン
ヌ
と
い
う
裏
町
の
娘
に
扮
し
、
ジ
ェ
ー
ム
ス
・
ス
チ
ュ
ア
ー
ト

が
道
路
掃
除
夫
の
チ
ー
コ
に
な
っ
て
い
る
」
と
い
う
キ
ャ
ス
ト
か
ら
す
る
と
一
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九
三
七
年
版
で
あ
り
、
日
本
で
は
一
九
三
七
年
一
一
月
に
公
開
さ
れ
て
い
る
か

ら
で
あ
る
。

尚
子
の
夫
は
、「
増
田
の
父
親
の
経
営
し
て
い
る
会
社
の
子
会
社
へ
、
若
専

務
と
し
て
幸
治
は
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
で
通
っ
て
い
る
」
と
あ
り
、
イ
ギ
リ
ス
の
ブ

ラ
ン
ド
自
動
車
で
あ
る
オ
ー
ス
チ
ン
を
乗
り
廻
す
プ
チ
・
ブ
ル
ジ
ョ
ア
の
典
型

の
よ
う
な
人
物
で
あ
ろ
う
。
多
喜
子
は
、「
あ
あ
い
う
日
暮
し
の
人
々
の
結
婚

生
活
と
い
う
も
の
の
か
げ
に
潜
ん
で
い
る
非
常
に
恐
ろ
し
い
、
唾
棄
す
る
よ
う

な
も
の
が
、
尚
子
に
も
気
附
か
れ
ず
の
ぞ
き
出
し
て
い
る
の
を
感
じ
」
る
の
で

あ
っ
た
。
多
喜
子
が
尚
子
夫
婦
の
生
活
ぶ
り
を
こ
れ
ほ
ど
嫌
悪
す
る
の
は
、
日

中
開
戦
以
来
、
夫
が
何
時
召
集
さ
れ
る
か
わ
か
ら
な
い
時
代
で
あ
る
か
ら
こ
そ

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
兄
夫
婦
と
暮
ら
し
て
い
る
桃
子
に
た
い
し
て
多
喜
子
は
、

「
音
楽
も
抜
群
で
あ
る
し
、
絵
を
か
か
せ
れ
ば
や
は
り
目
を
ひ
く
だ
け
の
才
気

を
示
し
、
人
の
心
の
動
き
を
理
解
す
る
力
も
平
凡
で
は
な
い
の
に
、
桃
子
に
は

と
こ
と
ん
の
処
へ
行
く
と
す
ら
っ
と
流
れ
て
し
ま
う
も
の
が
あ
っ
た
。
一
本
気

な
と
こ
ろ
の
な
さ
が
、
桃
子
の
い
ろ
い
ろ
の
才
能
を
も
、
つ
ま
り
は
ち
ゃ
ん
と

実
ら
せ
な
い
原
因
の
よ
う
で
あ
る
」
し
、「
そ
の
こ
と
を
も
や
っ
ぱ
り
桃
子
の

毎
日
の
境
遇
と
き
り
は
な
し
て
見
る
こ
と
は
出
来
な
い
」
と
思
う
の
で
あ
っ
た
。

多
喜
子
は
、
未
婚
の
女
性
で
あ
る
桃
子
の
中
途
半
端
な
生
き
方
に
も
疑
問
を

持
っ
て
お
り
、
自
立
を
め
ざ
す
仕
事
仲
間
の
小
夜
子
の
生
き
方
と
は
対
照
的
に

位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

多
喜
子
は
洋
裁
仲
間
の
好
子
に
向
か
っ
て
、「
私
た
ち
こ
の
頃
、
ま
た
随
分

い
ろ
い
ろ
話
し
合
う
よ
う
に
な
っ
た
わ
。
昔
左
翼
の
人
で
ね
、
夫
婦
の
間
で
決

し
て
翌
日
ま
で
喧
嘩
を
も
ち
こ
さ
な
い
約
束
で
暮
し
て
い
る
ひ
と
が
い
た
っ
て
、

そ
の
気
持
や
っ
と
今
わ
か
る
よ
う
だ
わ
」
と
話
す
。
い
う
ま
で
も
な
く
左
翼
は

何
時
特
高
に
逮
捕
さ
れ
る
か
わ
か
ら
な
い
か
ら
で
、
戦
地
へ
の
突
然
の
召
集
と

同
様
だ
か
ら
で
あ
る
。
好
子
も
、「
山
田
は
時
々
戦
死
す
る
か
も
し
れ
な
い
よ

と
云
う
の
よ
。
そ
ん
な
と
き
、
私
、
そ
れ
は
そ
う
ね
と
云
っ
て
、
そ
れ
で
も
や
っ

ぱ
り
何
か
確し
っ
かり
し
た
も
の
を
夫
婦
の
間
に
感
じ
て
落
着
い
て
い
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
た
い
と
思
う
わ
」
と
話
す
。
両
夫
婦
は
、
尚
子
夫
婦
と
は
異
な
り
、
戦
時

下
の
夫
婦
生
活
を
「
平
凡
な
真
面
目
さ
」
で
「
守
り
高
め
よ
う
」
と
し
て
い
る

の
で
あ
る
。

好
子
が
洋
裁
を
や
り
始
め
た
の
も
、「
や
は
り
勝
た
ず
ば
生
き
て
か
え
ら
じ

と
い
う
歌
を
流
行
歌
の
よ
う
に
は
き
い
て
い
ら
れ
な
い
も
の
が
あ
っ
て
の
こ

と
」
だ
か
ら
で
あ
り
、
多
喜
子
に
「
好
子
さ
ん
、
あ
な
た
、
詩
人
に
注
文
が
な

い
？
」
と
問
わ
れ
る
と
次
の
よ
う
に
答
え
る
。

「
私
あ
る
わ
。
も
っ
と
本
当
に
私
た
ち
が
大
事
な
も
の
を
出
し
て
や
る
心

持
を
う
た
っ
た
歌
が
欲
し
い
わ
。
勇
ま
し
く
戦
っ
て
く
れ
、
そ
し
て
、
成

ろ
う
こ
と
な
ら
生
き
て
還
っ
て
く
れ
。
ど
ん
な
に
こ
の
心
は
強
い
で
し
ょ

う
。
そ
し
て
皆
の
願
い
が
そ
う
な
の
だ
と
思
う
わ
。
そ
う
い
う
真ほ
ん
と個
に
情

の
あ
ふ
れ
た
落
着
い
て
勇
ま
し
い
励
ま
し
の
歌
が
欲
し
い
わ
ね
ぇ
」

「
本
当
に
私
た
ち
が
大
事
な
も
の
」
と
は
夫
の
こ
と
で
あ
り
、「
出
し
て
や
る

心
持
」
と
は
妻
の
心
持
で
あ
る
。
妻
と
し
て
一
番
言
い
た
い
の
は
、「
成
ろ
う

こ
と
な
ら
生
き
て
還
っ
て
く
れ
」
と
い
う
思
い
で
あ
り
、
こ
の
思
い
こ
そ
「
皆

の
願
い
」
な
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
だ
け
を
言
う
こ
と
は
憚
ら
れ
る
時
代

で
あ
る
た
め
、
そ
の
前
に
「
勇
ま
し
く
戦
っ
て
く
れ
」
を
止
む
無
く
付
け
て
い

る
の
だ
ろ
う
。

多
喜
子
の
夫
参
吉
は
、
あ
る
私
立
大
学
の
講
師
を
し
て
い
る
傍
ら
、
近
代
英

文
学
の
社
会
観
と
フ
ラ
ン
ス
文
学
の
そ
れ
と
の
比
較
を
テ
ー
マ
に
研
究
し
て
い
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る
の
で
あ
っ
た
。
多
喜
子
の
女
学
校
時
代
に
文
明
史
を
教
え
て
い
た
戸
田
と
い

う
教
師
は
、
イ
タ
リ
ー
へ
交
換
教
授
と
し
て
行
く
こ
と
に
な
り
送
別
会
が
催
さ

れ
る
。
日
独
伊
と
米
英
仏
ソ
と
の
間
に
起
こ
っ
た
第
二
次
世
界
大
戦
が
勃
発
す

る
の
は
一
九
三
九
（
昭
和
一
四
）
年
九
月
だ
が
、
作
品
内
時
間
は
い
わ
ば
大
戦

前
夜
で
あ
る
。
教
え
子
か
ら
「
凡
庸
」
と
思
わ
れ
て
い
た
戸
田
の
行
動
は
時
局

に
即
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
に
反
し
て
、
参
吉
の
研
究
の
反
時
代
的
専
門
性

は
、
き
わ
め
て
注
目
に
値
す
る
だ
ろ
う
。
多
喜
子
は
「
こ
の
頃
あ
の
ひ
と
一
生

懸
命
だ
わ
、
呼
ば
れ
な
い
う
ち
に
せ
め
て
今
や
っ
て
い
る
分
だ
け
で
も
ま
と
め

た
い
っ
て
」
と
夫
の
研
究
に
理
解
を
示
し
て
支
持
し
、「
落
ち
着
か
な
い
わ

ね
ぇ
。
何
万
人
も
が
私
た
ち
み
た
い
な
心
持
で
い
る
ん
だ
と
思
う
と
、
夜
中
に

目
が
醒
め
た
時
な
ん
か
と
て
も
変
な
気
が
す
る
と
き
が
あ
る
わ
」
と
、
夫
が
何

時
召
集
さ
れ
る
か
わ
か
ら
な
い
妻
の
不
安
を
漏
ら
す
。

こ
う
い
う
気
持
で
生
活
し
て
い
る
多
喜
子
は
二
度
目
の
妊
娠
を
し
て
い
る
。

一
度
目
は
流
産
を
し
て
お
り
、「
今
度
は
自
信
が
あ
る
」
と
言
っ
て
い
る
が
、

多
喜
子
の
行
動
は
、
は
な
は
だ
不
用
心
で
あ
る
。
小
説
冒
頭
の
尚
子
の
仮
縫
い

に
行
っ
た
場
面
で
は
、「
床
柱
も
、
そ
こ
の
一
輪
差
し
に
活
け
ら
れ
て
い
る
黄

菊
の
花
弁
の
冷
た
さ
さ
え
頬
に
感
じ
ら
れ
て
来
る
よ
う
な
室
の
底
冷
え
る
空

気
」
の
火
の
な
い
部
屋
で
待
た
さ
れ
て
い
る
。
帰
宅
し
た
後
、
好
子
や
小
夜
子

と
洋
裁
を
し
て
い
る
場
面
で
は
、
多
喜
子
が
ミ
シ
ン
を
踏
み
か
け
る
と
、
小
夜

子
が
止
め
る
。
去
年
初
め
て
妊
娠
し
た
時
、「
自
分
の
健
康
に
自
信
を
も
ち
す

ぎ
て
い
て
、
テ
ニ
ス
を
し
た
り
自
転
車
に
の
っ
た
り
し
た
た
め
流
産
し
た
」
こ

と
を
思
い
、
案
じ
た
か
ら
で
あ
る
。
多
喜
子
は
女
同
士
の
「
温
い
心
づ
か
い
」

を
感
じ
て
「
却
っ
て
言
葉
が
つ
ま
」
る
の
で
あ
っ
た
。
最
後
の
場
面
で
は
、
戸

田
の
送
別
会
の
後
、
午
後
五
時
に
日
々
谷
で
参
吉
と
待
ち
合
わ
せ
、
先
に
ふ
れ

た
「
第
七
天
国
」
を
観
に
行
き
、
夜
道
を
帰
宅
す
る
。
参
吉
は
、「

―
な
る

た
け
俺
が
よ
ば
れ
な
い
う
ち
に
う
ん
じ
ゃ
え
よ
、
ね
」
と
い
い
、
燈
火
管
制
の

た
め
に
暗
い
夜
道
を
歩
く
多
喜
子
を
気
遣
い
、
足
元
を
懐
中
電
燈
で
照
ら
し
て

や
る
の
だ
っ
た
。

再
度
の
妊
娠
を
し
て
い
る
多
喜
子
は
、
あ
る
意
味
で
は
時
代
に
応
え
る
こ
と

に
な
る
が
、
出
産
に
対
す
る
心
構
え
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
流
産
の
経
験
が
あ
る

に
も
拘
わ
ら
ず
、
作
品
冒
頭
の
底
冷
え
の
す
る
場
面
や
、
洋
裁
の
仕
事
へ
の
取

り
組
み
姿
勢
、
夕
方
か
ら
の
映
画
鑑
賞
と
夜
道
の
帰
宅
な
ど
、
国
家
政
策
に
応

え
る
意
識
は
皆
無
で
あ
り
、
む
し
ろ
軽
視
し
て
い
る
と
さ
え
思
わ
れ
る
。
そ
う

で
は
な
い
に
せ
よ
、「
産
め
よ
増
や
せ
よ
」
の
時
代
で
あ
る
だ
け
に
、
出
産
に

関
す
る
情
報
は
充
溢
し
て
い
た
。
に
も
拘
わ
ら
ず
多
喜
子
の
こ
の
姿
勢
は
、
明

ら
か
に
反
時
代
的
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

な
お
、「
第
七
天
国
」
と
も
う
ひ
と
つ
の
映
画
を
観
た
多
喜
子
は
、
参
吉
に

「
何
だ
か
古
く
さ
い
わ
ね
」
と
い
う
と
、
参
吉
は
「
変
な
工
合
に
時
代
の
空
気

を
反
映
し
て
い
る
み
た
い
な
作
品
だ
な
」
と
い
う
。
酷
評
さ
れ
た
「
第
七
天
国
」

は
次
の
よ
う
な
内
容
で
あ
る
。
下
水
道
掃
除
夫
か
ら
道
路
掃
除
夫
に
な
る
こ
と

が
夢
だ
っ
た
チ
コ
は
、
虐
げ
ら
れ
て
い
た
デ
ィ
ア
ー
ヌ
を
屋
根
裏
部
屋
の
自
宅

に
匿
い
、
や
が
て
二
人
は
恋
に
落
ち
結
婚
す
る
。
第
一
次
世
界
大
戦
が
勃
発
し

て
、
チ
コ
は
徴
集
さ
れ
て
出
征
し
、
失
明
し
て
還
っ
て
く
る
が
、
デ
ィ
ア
ー
ヌ

は
、
一
生
彼
の
目
の
代
わ
り
に
な
る
こ
と
を
決
意
す
る
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ

う
に
恋
愛
と
戦
争
を
絡
め
た
映
画
で
あ
り
国
策
に
合
致
し
た
内
容
だ
が
、
戦
争

の
酷
さ
を
否
定
し
な
い
で
愛
の
問
題
に
す
り
替
え
て
し
ま
う
点
を
、
多
喜
子
と

参
吉
は
「
古
く
さ
」
く
「
時
代
の
空
気
を
反
映
し
て
い
る
」
と
い
う
表
現
で
批

判
し
た
の
だ
ろ
う
。

以
上
の
よ
う
に
、『
二
人
い
る
と
き
』
は
、
夫
の
召
集
を
恐
れ
る
本
音
を
声

高
に
は
言
え
な
い
時
代
に
、
妻
の
本
音
を
描
き
、
そ
れ
故
い
っ
そ
う
二
人
い
る
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と
き
は
、「
平
凡
な
真
面
目
さ
」
を
「
守
り
高
め
よ
う
」
と
務
め
る
夫
婦
の
あ

り
か
た
を
描
き
出
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
不
安
を
抱
え
な
が
ら
も
多

喜
子
は
、
出
産
だ
け
を
目
的
と
す
る
生
活
を
め
ざ
そ
う
と
は
せ
ず
、
仕
事
を
続

け
る
の
で
あ
り
、
こ
う
し
た
生
き
方
は
、
反
時
代
的
で
あ
り
反
戦
に
繋
が
る
も

の
と
い
え
よ
う
。

お
わ
り
に

『
築
地
河
岸
』
と
『
二
人
い
る
と
き
』
は
、
千
人
針
の
危
険
性
、
戦
争
に
行

く
こ
と
へ
の
男
た
ち
の
不
安
、
夫
の
召
集
を
恐
れ
る
妻
た
ち
の
気
持
を
あ
か
ら

さ
ま
に
書
く
こ
と
自
体
が
反
戦
に
繋
が
る
時
代
に
、
そ
れ
ら
を
明
晰
に
描
き
出

し
た
小
説
で
あ
る
。
同
時
に
、
戦
時
下
女
性
政
策
を
視
野
に
入
れ
て
読
む
と
、

当
時
と
し
て
は
異
端
的
な
既
婚
女
性
た
ち
を
描
い
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

〈
母
性
〉
奨
揚
の
時
代
に
あ
っ
て
、
道
子
の
よ
う
に
夫
が
収
監
さ
れ
て
い
て
〈
子

宝
報
国
〉
に
報
い
ら
れ
な
い
女
性
や
、
多
喜
子
の
よ
う
に
流
産
経
験
者
で
あ
り

な
が
ら
再
度
の
妊
娠
に
対
し
て
充
分
な
心
構
え
を
し
な
い
女
性
を
描
く
こ
と
も
、

タ
ブ
ー
で
あ
っ
た
に
相
違
な
い
。
二
人
と
も
時
代
に
反
し
た
生
き
方
の
夫
を
も

つ
仕
事
を
す
る
女
性
で
あ
り
、
出
産
を
妻
の
性
役
割
の
第
一
義
と
す
る
時
代
の

規
範
に
反
し
た
妻
た
ち
だ
か
ら
で
あ
る
。

先
述
の
拙
稿
「
宮
本
百
合
子
『
鏡
の
中
の
月
』『
雪
の
後
』『
播
州
平
野
』

―
戦
争
フ
ァ
シ
ズ
ム
と
女
性
」
で
は
、
戦
時
下
作
品
の
『
鏡
の
中
の
月
』『
雪

の
後
』
に
よ
っ
て
未
婚
女
性
に
対
し
〈
結
婚
報
国
〉
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
よ
う

に
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
し
、
戦
後
は
『
播
州
平
野
』
で
〈
結
婚
報
国
〉
が

結
果
し
た
女
性
た
ち
の
本
質
的
な
不
幸
を
描
出
す
る
こ
と
で
、
戦
争
フ
ァ
シ
ズ

ム
へ
の
抵
抗
を
表
現
し
て
い
る
こ
と
を
検
証
し
た
。『
築
地
河
岸
』『
二
人
い
る

と
き
』
は
、
す
で
に
結
婚
し
て
い
る
女
性
た
ち
を
通
し
て
、
妻
・
嫁
の
性
役
割

を
脱
し
、〈
結
婚
〉
が
〈
報
国
〉
に
な
ら
な
い
よ
う
な
妻
の
自
立
的
な
生
き
方

を
描
く
一
方
、
夫
が
召
集
さ
れ
る
こ
と
を
恐
れ
る
妻
の
気
持
や
、
出
征
し
て
も

「
生
き
て
還
っ
て
」
ほ
し
い
と
い
う
卒
直
な
願
い
を
、
可
能
な
か
ぎ
り
表
現
す

る
こ
と
を
め
ざ
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
は
既
婚
女
性
へ
の
確
実
な
反
戦
メ
ッ
セ
ー

ジ
に
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

注
⑴　

新
日
本
出
版
社
版
全
集
・
別
冊
（
一
九
八
一
・
一
二
）
所
収
の
年
譜
に
よ
る
と
、

一
九
三
七
（
昭
和
一
二
）
年
一
〇
月
一
七
日
の
顕
治
の
誕
生
日
を
記
念
し
て
、
筆
名

を
中
條
百
合
子
か
ら
宮
本
百
合
子
へ
改
め
る
こ
と
に
し
、
九
月
二
一
日
執
筆
の
「
夜

叉
の
な
げ
き
」（『
あ
ら
く
れ
』
一
一
月
号
掲
載
）
か
ら
実
行
し
た
と
あ
る
。
従
っ
て
、

『
築
地
河
岸
』
初
出
の
署
名
は
中
條
、『
二
人
い
る
と
き
』
初
出
の
署
名
は
宮
本
と

な
っ
て
い
る
。

⑵　

岡
野
幸
江
・
長
谷
川
啓
編
『
戦
争
の
記
憶
と
女
た
ち
の
反
戦
表
現
』（
ゆ
ま
に
書

房
、
二
〇
一
五
・
二
）
所
収

⑶　

若
桑
み
ど
り
『
戦
争
が
つ
く
る
女
性
像
』（
筑
摩
書
房
、
一
九
九
五
・
九
）、
阿
部

恒
久
・
佐
藤
能
丸
『
通
史
と
資
料　

日
本
近
現
代
女
性
史
』（
芙
蓉
書
房
出
版
、
二

〇
〇
〇
・
一
二
）
他
を
参
照
。

⑷　

全
国
で
四
九
名
の
「
日
本
の
母
」
を
決
定
し
、
文
学
報
国
会
の
会
員
で
あ
る
大
佛

次
郎
・
尾
崎
一
雄
・
川
端
康
成
・
高
村
光
太
郎
・
壷
井
栄
な
ど
当
代
一
流
の
文
学
者

が
訪
問
記
を
書
き
、
一
九
四
二
年
九
月
九
日
か
ら
一
〇
月
三
一
日
ま
で
『
読
売
新
聞
』

に
連
載
（
の
ち
、
日
本
文
学
報
国
会
編
『
日
本
の
母
』
春
陽
堂
書
店
、
一
九
四
三
・

四
）
し
、「
日
本
の
母
」
鑽
仰
運
動
は
大
き
な
盛
り
上
が
り
を
見
せ
た
。
詳
し
く
は
、

拙
稿
「
戦
時
下
の
「
母
性
」
幻
想

―
総
力
戦
体
制
の
要
」（
岡
野
幸
江
・
北
田
幸

恵
・
長
谷
川
啓
・
渡
邊
澄
子
編
『
女
た
ち
の
戦
争
責
任
』
東
京
堂
出
版
、
二
〇
〇
四
・

九
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

⑸　

近
代
女
性
文
化
史
研
究
会
編
『
戦
争
と
女
性
雑
誌

―
一
九
三
一
年
～
一
九
四
五
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年

―
』（
ド
メ
ス
出
版
、
二
〇
〇
一
・
五
）
所
収
。
百
合
子
は
「
読
書
の
頁
」
を

一
九
三
八
年
一
月
、
一
九
四
〇
年
六
月
か
ら
一
二
月
ま
で
担
当
し
て
い
る
が
、
こ
の

欄
は
一
九
三
八
年
二
月
か
ら
一
一
月
ま
で
中
止
と
な
っ
て
い
る
。
百
合
子
が
内
務
省

警
保
局
の
執
筆
禁
止
者
リ
ス
ト
に
上
が
っ
た
た
め
と
い
う
。『
新
女
苑
』
の
愛
読
者

は
こ
の
中
断
に
す
ぐ
反
応
し
、「
大
事
な
所
を
と
ら
れ
た
様
で
す
」
な
ど
の
声
を
寄

せ
た
と
い
う
。

⑹　
『
日
本
近
代
文
学
』
第
90
集
、
二
〇
一
四
・
五

⑺　

注
5
の
『
戦
争
と
女
性
雑
誌

―
一
九
三
一
年
～
一
九
四
五
年

―
』
所
収
。

⑻　

小
原
解
子
・
柾
屋
洋
子
・
岡
澤
あ
や
こ
編
『
戦
争
と
く
ら
し
の
事
典
』（
ポ
プ
ラ

社
、
二
〇
〇
八
・
三
）

⑼　
『
セ
ル
パ
ン
』
掲
載
。
署
名
「
吉
村
冬
彦
」。
引
用
は
、『
寺
田
寅
彦
全
集　

第
七
巻
』

（
岩
波
書
店
、
一
九
九
七
・
六
）
に
拠
る
。

⑽　

注
⑸
の
『
戦
争
と
女
性
雑
誌

―
一
九
三
一
年
～
一
九
四
五
年

―
』
所
収
の
三

鬼
浩
子
「
戦
時
下
の
女
性
雑
誌

―
一
九
三
七
～
四
三
年
の
出
版
状
況
と
団
体
機
関

誌
を
中
心
に

―
」
に
拠
る
と
、
雑
誌
発
行
を
取
り
巻
く
状
況
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

日
中
の
全
面
戦
争
突
入
後
、（
略
）
情
報
委
員
会
が
同
年
九
月
二
五
日
に
情
報

部
、
四
〇
年
一
二
月
に
内
閣
情
報
局
へ
と
拡
大
強
化
さ
れ
、
雑
誌
発
行
は
強
力

な
指
導
・
監
視
下
に
置
か
れ
た
。
そ
の
う
え
、
発
禁
を
恐
れ
る
出
版
業
者
の
希

望
も
あ
っ
て
、
三
七
年
八
月
か
ら
雑
誌
出
版
前
の
「
内
閲
」
が
行
わ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。

　

従
っ
て
『
築
地
河
岸
』
中
唯
一
の
伏
字
も
、
こ
の
「
内
閲
」
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

⑾　

岩
淵
宏
子
・
北
田
幸
恵
・
沼
沢
和
子
編
『
宮
本
百
合
子
の
時
空
』
所
収
、
翰
林
書

房
、
二
〇
〇
一
・
六

⑿　

百
合
子
は
顕
治
が
投
獄
さ
れ
て
以
来
、
彼
の
面
影
を
投
影
さ
せ
た
人
物
に
対
し
て

は
全
肯
定
に
近
い
描
き
方
し
か
し
て
い
な
い
。
夫
恋
し
の
思
い
が
溢
れ
て
お
り
、「
自

分
の
病
気
」
と
呼
ん
で
い
た
と
い
う
（
河
出
書
房
版
『
宮
本
百
合
子
全
集　

第
五
巻
』

宮
本
顕
治
解
説
、
一
九
五
一
・
五
）。
こ
の
場
合
も
、
同
じ
側
面
が
み
ら
れ
よ
う
。

な
お
、
主
人
公
の
一
人
暮
ら
し
描
出
に
は
、
顕
治
の
収
監
中
の
百
合
子
が
、
一
九

三
七
年
一
月
か
ら
一
九
四
一
年
八
月
ま
で
の
四
年
七
ヶ
月
の
間
、
林
町
の
弟
一
家
の

ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
な
生
活
か
ら
離
れ
、
目
白
に
小
さ
な
二
階
家
を
借
り
て
住
み
、
西
日

の
射
す
二
階
の
六
畳
で
仕
事
を
し
て
い
た
体
験
が
反
映
さ
れ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。

⒀　
『
二
人
い
る
と
き
』
は
、
の
ち
『
宮
本
百
合
子
全
集
』
第
五
巻
（
河
出
書
房
、
一

九
五
一
・
五
）
収
録
。
新
日
本
出
版
社
版
全
集
は
、
河
出
書
房
版
を
底
本
と
し
、
初

出
誌
を
参
照
し
た
と
あ
る
。

［
付
記
］　
『
築
地
河
岸
』『
二
人
い
る
と
き
』
よ
り
の
本
文
引
用
は
、
新
日
本
出
版
社
版

『
宮
本
百
合
子
全
集
』
第
五
巻
（
一
九
七
九
・
一
二
）
に
拠
る
。


